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1. 本事業の背景・目的 
 

新しい知識・情報・技術が、社会のあらゆる領域において活動の基盤となる Society5.0 時代が

到来すると予想される中、「学びの場」である学校においては、子供たちが豊かな創造性を育み、

持続可能な社会の創り手として自立的に生きていけるよう、教育内容を発展させていく必要性が

高まっている。「教育は人なり」という言葉があるように、学校教育の成否は教員の資質能力に依

るところが大きい。我が国の学校教育を新たな時代に向けて発展させていくためには、教員に対

しても、急速な環境変化に対応するための研鑽が求められよう。そのような中、各教員は、中堅教

諭等資質向上研修等の現職研修（以下、「研修」）により、職能や職務経験に応じた資質の向上に

努めるとともに、大学等の免許状更新講習開設者が開設する免許状更新講習（以下、「講習」）に

より、現代的な教育課題に対応するために必要な知識・技能の修得に励んでいるところである。 

他方、通常の授業に加え、部活動の顧問や家庭訪問等の業務も一手に担う教員の業務負担

は非常に重い。平成 28 年度の教員勤務実態調査によると、教員の時間外労働時間は、小学校

で月約 59 時間、中学校で月約 81 時間と、長時間勤務の実態は深刻な状況である。「教員＝きつ

い仕事」とのイメージのせいか、教員の採用選考試験の競争率も顕著に減少しており、平成 12 年

度に 13.3 倍と過去最高を記録した公立学校の倍率は、平成 30 年の 4.9 倍まで年々低下が続い

ている。我が国の学校教育を充実・発展させるためには、教育現場の「働き方改革」を進め、教員

の労働環境面でのネガティブイメージを払拭していく必要があろう。 

 

弊社が実施した平成 31（2019）年度教員免許更新制の高度化に関する調査研究では、教育委

員会と大学へのヒアリング調査から更新講習の運用実態と受講者の負担の所在等について調査

を実施し、研修と講習の内容重複が負担感を増大させるひとつの要因である可能性等について

報告を行った。ただし実際のところ、重複感に対する課題認識は決して新しいものではない。文部

科学省が平成 26 年 3 月に取りまとめた「教員免許更新制度の改善について」では、「研修」と「講

習」には専門性の向上を図るという点において同じ機能があるとし、「研修」のうち、「最新理論・研

究成果を反映した内容を学ぶことを目的とするものなどについては、免許状更新講習と似た性格

を持つことから、免許状更新講習の認定を受けて実施することも考えられる」との記載がある。 

また、2021 年 1 月に取りまとめられた「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子

供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）（中教審第 228

号）」では、免許更新制の実質化に向け、研修と講習の重複についての指摘の存在を紹介したの

ち、「免許更新制そのものの成果や、現在の研修の状況など」の「より包括的な検証を進めること

が必要」とされている。「研修」と「講習」の重複を含む、教員免許更新制の包括的な検証が急が

れる。 

 

そこで、本調査研究では「研修」と「講習」の負担感、重複感の実態等を把握するため、現職教

員に対するアンケート調査を実施し、更新講習の満足度をはじめ、講習や研修に求める事項や負

担の所在等について分析を行った。本書は当該調査研究の成果として、今後の文部科学省にお

ける施策検討や議論のベースとすべく事業報告書としてとりまとめたものである。 
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2. 更新講習及び現職研修に対する教員の意識把握 
 

（1） 調査概要 

本調査の概要は以下のとおりである。 

【調査概要】 

項目 内容 

調査方法 
協力企業のモニター会員に対して回答を依頼 

※対象抽出のため事前スクリーニング調査を実施 

調査対象 全国の現職教員（抽出条件は下表参照） 

実施時期 2021 年 4 月 28 日（水）～2021 年 5 月 11 日（月） 

有効回答数 2,108 名 

調査実施機関 
みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社 

※モニター調査は株式会社クロス・マーケティングが実施 

 

調査対象者を抽出するためのスクリーニング設問および属性確認設問は以下のとおりである。 

 

【調査項目一覧（スクリーニング）】 

区分 設問 

スクリーニング 

年齢（30 歳未満または 60 歳以上は対象から除外） 

職業（以下のいずれかに該当する教員） 

 教員：幼稚園（幼稚園型認定こども園、幼保連携型認定こども園を含む） 

 教員：小学校（義務教育学校の前期課程を含む） 

 教員：中学校（義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程を含む） 

 教員：高等学校（中等教育学校の後期課程を含む） 

 教員：特別支援学校 

免許状更新講習の受講経験 

（「経験なし」または「わからない・覚えていない」は対象から除外） 

 

【調査項目一覧（属性確認）】 

区分 設問 

属性確認 

性別 

年齢 

居住地（都道府県） 
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【調査項目一覧（本調査）】 

設問 

分類 
 質問文 選択肢 備考 

属
性
情
報
等 

SC 性別 男性，女性   

SC 年齢 年齢を数値回答 
令和 3 年 5 月 1 日現

在、30-59 歳対象 

SC 居住地 都道府県名を選択   

SC 教員の免許状更新講習の受講経験 はい，いいえ 
以降、「受講経験あり」

のみ回答 

Q1 勤務先 

幼稚園（幼稚園型認定こども園、幼保連携型認

定こども園を含む），小学校（義務教育学校の前

期課程を含む），中学校（義務教育学校の後期課

程、中等教育学校の前期課程を含む），高等学

校（中等教育学校の後期課程を含む），特別支援

学校 

  

Q2-1 勤務先所在地（都道府県） 都道府県名を選択   

Q2-2 勤務する学校の設置区分 公立，国立，私立，その他   

Q3 直近に受講した更新講習の受講年度 受講年度（西暦）を選択   

更
新
講
習 

Q4 

_1-3 

受講する講習を選ぶにあたって重視

する点はなんですか 

 

（1:講義内容，2:受講会場，3:受講時期、それぞれ

について） 

とても重視する，やや重視する，あまり重視しな

い，まったく重視しない，わからない 

  

Q5 

_1-3 
希望通りの講習を受講できましたか 

（1:講義内容，2:受講会場，3:受講時期） 

すべて希望通りだった，ほとんど希望通りだっ

た，あまり希望通りではなかった，まったく希望通

りではなかった，わからない 

  

Q6 
希望どおり受講できなかった内容と、

その理由 
自由回答  

Q7 
今後受講してみたい講習テーマはど

のようなものですか 

（以下 31 種（その他含む）より複数選択） 

学校経営，学級・学年経営，教科指導，カリキュ

ラムマネジメント，教科経営，道徳，特別活動，総

合的な学習の時間，外国語教育，ＩＣＴ の活用，

消費者教育，国際理解教育，特別支援教育，環

境教育，生徒指導，外国人児童生徒教育，子供

の貧困，キャリア教育・進路指導，カウンセリン

グ・教育相談，メンタルヘルス，リーダー養成，フ

ァシリテーター養成，組織マネジメント，危機管

理，教育法規，国の教育政策や世界の教育の動

向，保護者や地域社会との連携，児童心理・発

達心理，主体的・対話的で深い学び，教材研究

の方法，その他 

  

Q8 
受講方法についてどのような希望を

お持ちですか 

すべて対面，対面とオンライン（オンデマンドを含

む）の併用（一部活用含む），すべてオンライン

（オンデマンドを含む），その他 

  

Q9 
受講した講習の内容は全体的に満足

のいく内容でしたか 

満足，やや満足，どちらともいえない，やや不満，

不満 
  

Q10 
受講した講習は、最新の知識・技能を

修得できる内容でしたか 

そう思う，ややそう思う，あまりそう思わない，まっ

たくそう思わない，わからない 
  

Q11 
受講した講習の受講方法はどのよう

な形式でしたか 

すべて対面，対面とオンライン（オンデマンドを含

む）の併用（一部活用含む），すべてオンライン 
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設問 

分類 
 質問文 選択肢 備考 

Q12 
受講した講習は、現在の教育現場で

役に立っていますか 

役立っている，やや役立っている，どちらともいえ

ない，あまり役立っていない，役立っていない 
  

Q13 
役立っている内容はどのようなもので

しょうか 

（以下 31 種（その他含む）から複数選択） 

学校経営，学級・学年経営，教科指導，カリキュ

ラムマネジメント，教科経営，道徳，特別活動，総

合的な学習の時間，外国語教育，ＩＣＴ の活用，

消費者教育，国際理解教育，特別支援教育，環

境教育，生徒指導，外国人児童生徒教育，子供

の貧困，キャリア教育・進路指導，カウンセリン

グ・教育相談，メンタルヘルス，リーダー養成，フ

ァシリテーター養成，組織マネジメント，危機管

理，教育法規，国の教育政策や世界の教育の動

向，保護者や地域社会との連携，児童心理・発

達心理，主体的・対話的で深い学び，教材研究

の方法，その他 

Q12 で「役立っている」・

「やや役立っている」と

選択された方 

Q14 
役立っていない理由はどのようなもの

でしょうか 
自由回答 

Q12 で「あまり役立って

いない」・「役立っていな

い」と選択された方 

Q15 

_1-6 

受講にあたり、各観点で負担はどの

程度感じましたか 

（1:講習時間，2:移動・宿泊等にかかる時間，3:受

講費用，4:業務との兼ね合い，5:職場の教員への

配慮，6:受講予約） 

かなり負担に感じた，やや負担に感じた，どちら

ともいえない，あまり負担には感じなかった，まっ

たく負担には感じなかった 

  

Q16 

定年まで残り 5 年となった 55 歳時に

おける免許状更新講習の受講負担

は、早期退職のきっかけとなりえます

か 

はい（早期退職のきっかけとなると思う），いいえ

（早期退職のきっかけとは関係ない） 
  

Q17 
免許状更新講習の総合的な満足度

について 

満足，やや満足，どちらともいえない，やや不満，

不満 
 

Q18 
教員免許更新制全般に対するご意

見・ご要望 
自由回答   

現
職
研
修 

Q19 

現職研修（中堅教諭等資質向上研修

（以下「中堅研」という）（10 年次研修）

やキャリアアップ研修等）を受けたこと

がありますか 

受けたことがある，受けたことはない 
以降の設問は「受けた

ことがある」方のみ対象 

Q20 

相互認定講習※を除き、免許状更新

講習と現職研修（中堅研（10 年次研

修）やキャリアアップ研修等）の内容で

重複する部分はありましたか 

ほとんど重複していた，一部重複していた，あま

り重複はなかった，重複はなかった，わからない 

※免許状更新講習とし

て認定を受けた現職研

修の講習科目 

Q21 

免許状更新講習の現職研修（中堅研

（10 年次研修）やキャリアアップ研修

等）の内容の重複が、いずれかの受

講の負担感につながりましたか 

負担に感じた，やや負担に感じた，あまり負担に

は感じなかった，負担には感じなかった 
 

Q22 

_1-2 

現職研修（中堅研（10 年次研修）やキ

ャリアアップ研修等）の内容について 

（1:最新の知識・技能を修得できるような講習にな

っているか，2:現場実務に役立つ内容が多いか） 

そう思う，ややそう思う，あまりそうは思わない，

まったくそうは思わない，わからない 

  

Q23 

教育委員会等（私立の場合は学校法

人等）が主催する研修（キャリアアップ

研修等）は体系的、計画的に受講出

そう思う，ややそう思う，あまりそうは思わない，

まったくそうは思わない，わからない 
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設問 

分類 
 質問文 選択肢 備考 

来るような仕組みになっていると思い

ますか 

Q24 

教育委員会等（私立の場合は学校法

人等）が主催する研修（キャリアアップ

研修等）は改善が図られてきていると

思いますか 

そう思う，ややそう思う，あまりそうは思わない，

まったくそうは思わない，わからない 
  

Q25 

職務命令研修や免許状更新講習、免

許法認定講習等以外に、過去 5 年以

内に自己研鑽のために研修を受講し

ましたか 

（過去 5 年以内に）受講した，受講していない   

Q26 その研修の主催者はどちらでしょうか 
大学，教育委員会，独立行政法人等、国や公的

な機関，民間企業，その他 

Q25 で「受講した」と回

答した方 

Q27 

研修内容等はどのようなものでしょう

か。研修名、主催（教委、民間等）、内

容等について 

自由回答 
Q25 で「受講した」と回

答した方 

Q28 
現職研修全般に対するご意見・ご要

望 
自由回答  

 

 

【回答数（属性等別）】 

 回答数 
全 体 2,108  

性別 
男性 1,369  
女性 739  

回答者年齢 
（5 歳刻み） 

30 歳以上 35 歳未満 239  
35 歳以上 40 歳未満 300  
40 歳以上 45 歳未満 310  
45 歳以上 50 歳未満 356  
50 歳以上 55 歳未満 367  
55 歳以上 60 歳未満 536  

勤務先校種 

幼稚園 82  
小学校 616  
中学校 498  
高等学校 763  
特別支援学校 149  

学校設置区分 
公立 1,735  
国立 24  
私立 349  

勤務先所在地 
（都道府県） 

北海道 143  
東北 189  
関東 558  
中部 409  
近畿 409  
中国 132  
四国 74  
九州 194  

更新講習の受講時期 

2009～2011 年度 171  
2012～2015 年度 530  
2016～2019 年度 1,132  
2020 年度～ 275  

総合満足度 

満足 78  
やや満足 325  
どちらともいえない 472  
やや不満 411  
不満 822  
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（2） 回答者属性 

① 性別 

 回答者の性別は「男性」が 64.9%、「女性」が 35.1%であった。 

 本調査の内容に鑑みれば、性差は大きく影響しないと考えられるものの、学校基本調査に

おける男女比とアンケート回答者の男女比が逆転している点には留意が必要である。 

 

【回答者性別】 

 

 

【参考：令和 2 年 学校基本調査における男女比】 

 

（出所：https://www.e-stat.go.jp 学校基本調査より みずほリサーチ＆テクノロジーズ作成） 

男性
64.9%

女性
35.1%

（n=2,108）

男性
41.6%

女性
58.4%

（本務教員数：1,199,799人）
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 属性別の男女比については、幼稚園勤務者では女性が 9 割以上を占めている。 

 また、回答者の年代が上がるにつれ、男性の回答比率が高まっている。 
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② 年齢 

 回答者の年齢は、「55 歳以上 60 歳未満」が 25.4%と最も高く、次いで「50 歳以上 55 歳未

満」（17.4%）、「45 歳以上 50 歳未満」（16.9%）と続く。 

 学校基本調査における年齢構成比と比較すると、調査回答者のほうが若い年代の割合が

若干多いものの、全体として大きな乖離はないといえる。 

 

【回答者年齢（５歳刻み）】 

 

 

【参考：令和 2 年 学校基本調査における年齢構成比】 

 

（出所：https://www.e-stat.go.jp 学校基本調査より みずほリサーチ＆テクノロジーズ作成） 

  

30歳以上35歳未満
11.3%

35歳以上40歳未満
14.2%

40歳以上45歳未満
14.7%

45歳以上50歳未満
16.9%

50歳以上55歳未満
17.4%

55歳以上60歳未満
25.4%

（n=2,108）

30歳以上35歳未満
17.5%

35歳以上40歳未満
15.4%

40歳以上45歳未満
14.4%

45歳以上50歳未満
15.4%

50歳以上55歳未満
16.9%

55歳以上60歳未満
20.4%

（n=782,120 ）
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 属性別では、幼稚園教諭の回答者年代が若い傾向にあるほか、関東、中部、近畿といっ

た大都市圏では、他の地域と比較して若い回答者がやや多くなっている。 
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③ 勤務先の校種 

 回答者の勤務先は、「高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）」の回答割合が 36.2%

と最も高く、次いで「小学校（義務教育学校の前期課程を含む）」（29.2%）が高かった。 

 

【勤務先の校種】 

 

  

3.9 29.2 23.6 36.2 7.1 

幼稚園（幼稚園型認定こども園、幼保連携型認定こども園を含む）

小学校（義務教育学校の前期課程を含む）

中学校（義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程を含む）

高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）

特別支援学校

（n=2,108）

（%）



 

11 

 

3.9 

0.4 

10.4 

12.6 

7.7 

3.9 

2.0 

1.4 

0.9 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

13.5 

1.4 

2.1 

5.0 

3.9 

5.1 

3.0 

5.4 

1.5 

2.3 

2.3 

4.7 

4.7 

10.3 

4.6 

3.8 

5.1 

2.4 

29.2 

25.0 

37.1 

38.1 

30.7 

24.2 

28.9 

30.8 

26.5 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

34.6 

16.7 

3.2 

36.4 

29.6 

28.1 

33.0 

27.1 

27.3 

29.7 

24.2 

38.0 

25.1 

29.6 

30.2 

32.1 

29.2 

25.2 

31.9 

29.9 

23.6 

24.5 

21.9 

24.7 

22.0 

27.1 

21.6 

25.1 

22.4 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

25.9 

29.2 

12.0 

18.9 

21.2 

21.5 

22.0 

27.9 

25.0 

23.0 

29.4 

23.4 

26.8 

22.5 

22.2 

19.2 

23.1 

26.5 

23.6 

22.6 

36.2 

44.6 

20.6 

18.4 

34.7 

37.4 

38.8 

35.1 

43.3 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

28.9 

54.2 

71.1 

35.7 

39.2 

39.2 

33.0 

32.8 

38.6 

36.5 

37.1 

31.6 

38.3 

36.8 

32.4 

30.8 

36.9 

36.9 

32.8 

37.7 

7.1 

5.5 

10.0 

6.3 

5.0 

7.4 

8.7 

7.6 

6.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

8.5 

0.0 

0.3 

7.7 

7.9 

6.1 

8.1 

7.1 

6.1 

5.4 

7.7 

4.7 

7.5 

6.4 

10.5 

7.7 

6.2 

7.6 

6.6 

7.3 

全 体

男性

女性

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上60歳未満

幼稚園

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

公立

国立

私立

北海道

東北

関東

中部

近畿

中国

四国

九州

2009～2011年度

2012～2015年度

2016～2019年度

2020年度～

満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

不満

性
別

回
答

者
年

齢
（

5歳
刻

み
）

勤
務

先
校

種
学

校
設

置
区

分
勤

務
先

所
在

地
（

都
道

府
県

）
更

新
講

習
の

受
講

時
期

総
合

満
足

度

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

（%）



 

12 

④ 勤務先の所在地（都道府県別） 

 勤務先の所在地を尋ねたところ、「東京都」の回答割合が 8.2%と最も高い。次いで、「大阪

府」（6.9%）、「北海道」（6.8%）、「愛知県」（6.6%）、「神奈川県」（5.3%）と続く。 

 学校基本調査における都道府県別の構成比（表中右列）との大きな乖離は見られない。 

 

（出所：https://www.e-stat.go.jp 学校基本調査より みずほリサーチ＆テクノロジーズ作成） 

地方 都道府県 回答数 回答率(%) 教員数 教員数割合(%)
北海道 北海道 143 6.8 52,394 4.9

青森県 30 1.4 14,530 1.4
岩手県 28 1.3 13,019 1.2
宮城県 46 2.2 20,623 1.9
秋田県 24 1.1 9,316 0.9
山形県 21 1.0 11,044 1.0
福島県 40 1.9 18,894 1.8
茨城県 49 2.3 25,476 2.4
栃木県 37 1.8 17,282 1.6
群馬県 38 1.8 18,667 1.8
埼玉県 74 3.5 49,164 4.6
千葉県 76 3.6 46,640 4.4
東京都 173 8.2 83,712 7.9
神奈川県 111 5.3 60,533 5.7
新潟県 48 2.3 21,691 2.0
富山県 17 0.8 10,477 1.0
石川県 19 0.9 11,655 1.1
福井県 17 0.8 9,022 0.8
山梨県 10 0.5 8,229 0.8
長野県 46 2.2 18,432 1.7
岐阜県 48 2.3 18,194 1.7
静岡県 65 3.1 32,215 3.0
愛知県 139 6.6 56,817 5.3
三重県 45 2.1 15,172 1.4
滋賀県 20 0.9 13,930 1.3
京都府 53 2.5 21,588 2.0
大阪府 145 6.9 71,254 6.7
兵庫県 99 4.7 46,847 4.4
奈良県 34 1.6 11,600 1.1
和歌山県 13 0.6 9,362 0.9
鳥取県 13 0.6 5,980 0.6
島根県 16 0.8 7,785 0.7
岡山県 35 1.7 17,553 1.6
広島県 50 2.4 23,663 2.2
山口県 18 0.9 12,692 1.2
徳島県 15 0.7 8,117 0.8
香川県 16 0.8 9,514 0.9
愛媛県 32 1.5 13,134 1.2
高知県 11 0.5 7,286 0.7
福岡県 63 3.0 43,037 4.0
佐賀県 11 0.5 9,074 0.9
長崎県 24 1.1 14,638 1.4
熊本県 24 1.1 17,120 1.6
大分県 18 0.9 11,818 1.1
宮崎県 18 0.9 12,077 1.1
鹿児島県 26 1.2 19,090 1.8
沖縄県 10 0.5 14,851 1.4

2,108 ー 1,065,208 ー合計

東北地方

関東地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方
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⑤ 勤務する学校の設置区分 

 回答者が勤務する学校の設置区分については、「公立」が 82.3%と圧倒的に高く、次いで

「私立」16.6%と続き、国立は 1.1%にとどまる。 

 学校基本調査における統計値と比較すると、本調査回答者では私立の割合がやや低い。 

 

【勤務する学校の設置区分】 

 

 

 

 

【参考：令和２年 学校基本調査における公立・国立・私立の割合】 

 

（出所：https://www.e-stat.go.jp 学校基本調査より みずほリサーチ＆テクノロジーズ作成） 

  

82.3 1.1 16.6 

公立 国立 私立

（n=2,108）

（%）

72.6 0.5 26.9 

公立 国立 私立

（n=51,291）

（%）
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 属性別では、校種では幼稚園と高等学校で、また地域では関東と近畿において私立の割

合が高くなっている。 
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⑥ 更新講習の受講年度 

 更新講習の直近の受講年度を尋ねたところ、「2016 年度～2019 年度」が 53.7%と高い。次

いで「2012 年度～2015 年度」（25.2%）、「2020 年度～」（13.0%）、「2009 年度～2011 年度」

（8.1%）と続いている。 

 以降、設問によってはコロナ流行前（～2019 年度）とコロナ流行後（2020 年度～）の 2 区分

での集計を行っている。 

 

 

【更新講習の受講年度】 
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（3） 更新講習について 

① 受講する講習を選ぶにあたって重視する点 

 受講する講習を選ぶにあたって「講義内容」「受講会場」「受講時期」をそれぞれどの程度

重視するかを尋ねたところ、「とても重視する」の割合が高い順に「受講会場」（61.3%）、受

講時期」（57.4%）、「講義内容」（40.7%）となった。 

 講習を選ぶにあたり、受講しやすい場所で開催されているものを優先的に選択し、続いて

都合に合う時期に開催されているかを重視する一方で、講義内容の重要度は場所と時期

と比較して劣後しているものと考えられる。 

 

【受講する講習を選ぶにあたって重視する点】 
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■受講する講習を選ぶにあたって重視する点（講義内容） 

 講義内容に対する重視度を属性別に見ると、女性、幼稚園勤務者で「とても重視する」「や

や重視する」の割合が高くなっている。 

 また、総合満足度が高い回答者ほど講義内容を重視していることがうかがえる。 
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■受講する講習を選ぶにあたって重視する点（受講会場） 

 受講会場に対する重視度についても、内容と同様に女性、幼稚園勤務者でやや高い。 

 総合満足度の回答内容別では、「満足」と回答した者の会場の重視度が最も高いが、その

他は総合満足度が低いほど会場をより重視するとの回答となっており、近場で手軽に更新

を行うことを最優先した結果として、内容面での満足度が低くなっている可能性がある。 
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■受講する講習を選ぶにあたって重視する点（受講時期） 

 講義時期の重視度についても、会場と同様に総合満足度で「満足」と回答した者以外は、

満足度が低いほど重視度が高くなっている。これも会場と同じく、都合の良い時期に開催

されている講習を（内容をあまり重視せずに）選択した結果として、満足度が低くなっている

可能性がある。 
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② 希望する講習の受講状況 

 「講義内容」「受講会場」「受講時期」について自身の希望に沿っていたかを尋ねたところ、

「受講会場」と「受講時期」については、「すべて希望通り」「ほとんど希望通り」の合計が 8

割を超えている一方、「講義内容」については「あまり希望通りでなかった」と「まったく希望

通りでなかった」の合計が他の 2 項目と比較して高くなっている。 

 

【希望する講習の受講状況】 

 

 更新講習の受講年度について、コロナ流行前（～2019 年度）とコロナ流行後（2020 年度～）

で比較したところ、講義内容、受講会場、受講時期のいずれにおいても、コロナ流行前の

方がより希望通りの条件で講習を受講できていた傾向にある。 
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 また、受講形式（すべて対面、対面とオンライン（オンデマンドを含む）の併用（一部活用を

含む）、すべてオンライン（オンデマンドを含む））別では、すべてオンラインで受講した場合

に、他の方法と比較して、いずれの項目においても「すべて希望通りだった」の回答割合が

高くなっている。 
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■希望通りの講習を受講できたか（講義内容） 

 講義内容が希望通りだったかについては、回答者の属性別の差は見られないが、総合満

足度が高い回答者ほど希望通りの講習を受けられていることが読み取れる。 
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■希望通りの講習を受講できたか（受講会場） 

 受講会場についても属性別の差異は見られないが、更新講習の受講年度が古い（2009～

2011 年度）の回答者において希望通りであった割合がやや低くなっている。 

 また、総合満足度で最も高い「満足」と回答した者は、会場について約 8 割が「すべて希望

通りだった」と回答している。 
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■希望通りの講習を受講できたか（受講時期） 

 受講時期については、コロナ前（～2019 年度）までは受講年度が新しくなるほど「すべて希

望通り」の回答が高くなっていたが、2020 年度以降に受講した回答者は「すべて希望通り」

の割合がやや低くなっている。 

 コロナの流行により、開催される講習の絶対数が減少したことが影響しているものと考えら

れる。 
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③ 希望どおり受講できなかった内容と、その理由 

 希望どおりの更新講習を受講できなかった内容と、その理由について自由記述形式の任

意回答で尋ね、結果を複数回答形式で分類・集計したものの上位 10 項目は以下のとおり

である。 

 最も回答が多かった「講義の内容が期待していたものではなかった」（422件、34.1%）では、

「内容が求めているものとかけ離れていた」、「実務とあまり関係のない内容も多かった」、

「当たり前の内容が多く、より深い内容について勉強したかった」、「内容に変更があった」、

などのコメントが見られた。 

 続いて多かった「人数制限により希望の講習が受講できなかった（抽選含む）」（279 件、

22.5%）では、「希望した講座が、定員に達していたから」、「申し込みが遅かったので、有名

私学などに置かれた教科内容につながるような専門的講座がとれなかった」、「希望の講

義の人数が多く、代わりに人気のない講義を選択した」、「人気の講座があっという間に予

約でいっぱいになるから」などの記載があった。 

 「場所等の関係で講習の選択肢が少なかった」（177 件、14.3%）では、「場所の関係で、時

期と講義内容を妥協するしかなかった」、「動き出しが遅れたため申込可能な講座の選択

肢が狭まった。そのため他県での受講を余儀なくせざるを得なかったほか、気になってい

た講座の受講ができなかった」、「日程優先のため選択肢が少なかった」などといったコメ

ントがみられた。 

 Q17 総合満足度において「満足」や「やや満足」と回答した者によるコメントでは、数は少な

いものの「E ラーニングを今回選択してみました。講義内容がシラバスに書いてあるものと

少し違っていました。ただ、何度も小テストに取り組むことができ、力をつけようとする大学

の熱意は感じられました」や「講習の内容が若干、期待以上だったこと」といったポジティブ

な内容も散見された。 

 なお、集計にあたっては、「なし」「特になし」といった回答を無回答と同一視することとし、

回答数の分母には含めていない。 

 

順位 回答分類 回答数 回答割合 

1 講義の内容が期待していたものではなかった 422 34.1% 

2 人数制限により希望の講習が受講できなかった（抽選含む） 279 22.5% 

3 場所等の関係で講習の選択肢が少なかった 177 14.3% 

4 受講したい内容の開催場所（会場）が遠かった 110 8.9% 

5 日程の関係で希望する講義が受けられなかった 82 6.6% 

6 学校行事や部活等と重なっていた 44 3.6% 

7 コロナの影響による中止 40 3.2% 

8 そもそも免許更新は不要・意義を感じない 37 3.0% 

9 対面で受講したかったが通信教育でしか受けられなかった 30 2.4% 

10 講習の受講時間が長かった 10 0.8% 

（注）回答割合を算出するための分母（1,238）には、無回答及び「なし」「特になし」等の回答を含まない。 
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④ 今後受講してみたい講習テーマ 

 今後受講してみたい講習テーマについて複数回答で尋ねたところ、「教科指導」（48.7%）、

「ＩＣＴの活用」（44.3%）が高くなった。これに、「児童心理・発達心理」（26.6%）、「カウンセリン

グ・教育相談」（24.1%）、「学級・学年経営」（23.7%）が続いている。 

 その他の内容としては、人権教育、ジェンダーに対する対応力や児童への指導、ゲーム障

害・インターネット依存、金融教育（クラウドファンディング、経済、投資、税金など）、働き方

改革、防災教育（救急処置含む）、学校教育のトラブル事例（クレーマー対応含む）、歴史

（地域の歴史・教育の歴史）、定年後の仕事の続け方、などが見られた。 

 

【今後受講してみたい講習テーマ】 
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15.9 
15.7 

13.7 
13.3 
12.9 
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⑤ 希望する受講方法 

 希望する受講方法については、「対面とオンライン（オンデマンドを含む）の併用（一部活用

含む）」が34.1%、「すべて対面」が 33.8%、「すべてオンライン（オンデマンドを含む）」が 29.7%

と、それぞれがほぼ同程度の回答となった。 

 

【希望する受講方法について】 

 

 

 実際に受講した方法別にみると、すべて対面で受講した回答者は次回の希望についても

引き続き「すべて対面」を半数程度が希望している一方、「対面とオンラインの併用」も 35%

程度が希望している。ただし、本調査の実施時期が緊急事態宣言中ということで、対面で

の講習開催が減少している状況にあった点には留意が必要である。 

 すべてオンラインで受講した回答者については、約 7 割が再びすべてオンラインで受講す

ることを希望しており、内容面あるいは受講のしやすさにおいて、オンライン講習の効果が

出ているものと考えられる。 
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 属性別では、「50 歳以上 55 歳未満」を除き、年齢が高い回答者ほど「すべて対面」での講

習を機能する傾向がある。 

 また、総合満足度が最も高い回答者はすべて対面での講習を希望する割合が高い。 
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⑥ 受講した講習内容の満足度（受講直後の感想） 

 受講した講習の受講直後の内容面に限った満足度は、「満足」と「やや満足」の合計が

57.9%と過半を占めており、「不満」および「やや不満」はそれぞれ 8.１%、8.0%と低い。 

 

【講習内容の満足度】 

 

 受講時期がコロナ前か後かでの、内容面の満足度の差は見られない。 

 

 

 受講方法別では、「対面とオンラインの併用」で受講した回答者で内容面の満足度がや

や低いが、「すべて対面」と「すべてオンライン」では「満足」の割合がほぼ同じ（17.2%、

17.0%）になった。 

 

  

16.5 41.4 26.1 8.1 8.0 

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

（n=2,108）

（%）
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16.4 

16.7 

41.4 
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9.7 

9.8 
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満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満
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 受講直後の内容面の満足度について、属性別では幼稚園教諭の満足度が高い。 

 また、時間や費用の負担感等も含めた総合満足度と、本設問の関連性は高く、総合満

足度で「満足」とした回答者は、その約 85%が受講直後の内容面の満足度についても「満

足」と回答している。 
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⑦ 受講した講習は、最新の知識・技能を修得できる内容であったか 

 受講した講習が最新の知識・技能を修得できる内容であったかどうかについて、全体で

は、「そう思う」＋「ややそう思う」が 52.6%と過半を占め、「あまりそう思わない」＋「思わな

い」は 44.8%となった。 

 

【最新の知識・技能の修得に寄与する内容かどうか】 

 

  

11.8 40.8 2.6 30.5 14.3 

そう思う ややそう思う わからない あまりそう思わない まったくそう思わない

（n=2,108）

（%）
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 属性別では、幼稚園教諭でやや高いものの、その他について大きな差は見られない。 

 また、内容面の満足度と同様、本問についても総合満足度との関連が高くなっている。 
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⑧ 受講した講習の受講方法 

 受講した講習の受講方法について尋ねたところ、「すべて対面」65.0%が圧倒的に高く、次

いで、「すべてオンライン（オンデマンドを含む）」24.3%と続いた。 

 

【受講した講習の受講方法】 

 

 

 受講時期がコロナ前か後かで比較すると、コロナ前（～2019 年度）は「すべて対面」が

65.0%と主流であった一方で、コロナ後（2020 年度～）では「すべてオンライン」が 61.1%で

メインとなっている。 

 

  

65.0 10.7 24.3 

すべて対面

対面とオンライン（オンデマンドを含む）の併用（一部活用含む）

すべてオンライン

（n=2,108）

（%）
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 属性別では 35 歳未満の層で「すべてオンライン」での受講が目立つ。 

 また、受講時期が新しくなるほど「すべてオンライン」での受講割合が高まっており、特に

2020 年度以降の受講者はコロナの影響もありオンラインの割合が急激に高くなっている。 
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⑨ 受講した講習が現在の教育現場で役に立っているか 

 受講した講習が現在の教育現場で役に立っているかどうかについて、全体では、「役立っ

ている」＋「やや役立っている」と「どちらともいえない」、「あまり役立っていない」＋「役立っ

ていない」の 3 区分がそれぞれ 3 割前後と分散している。 

 

【講習が教育現場で役に立っているか】 

 

 

  

7.2 26.2 28.7 20.1 17.7 

役立っている やや役立っている どちらともいえない

あまり役立っていない 役立っていない

（n=2,108）

（%）
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 属性別では、幼稚園教諭において、現場で「役立っている」、「やや役立っている」との回答

割合が高い。 

 回答者数が少ないため参考値ではあるが、国立学校の勤務者も「役立っている」との回答

が高くなっている。 

 また、現場で役立っている実感と更新講習の総合満足度の関連性も高い。 
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⑩ 教育現場で役立っている内容 

 前問で、受講した講習が現在の教育現場で「役に立っている」、「やや役に立っている」と

回答した人に対して、その内容を複数回答で尋ねたところ、「教科指導」45.7%が圧倒的に

高くなった。これに、「学級・学年経営」（18.2%）、「特別支援教育」（14.1%）、「児童心理・発

達心理」（13.9%）、「生徒指導」（13.1%）と続く。 

 その他の内容としては、薬物乱用防止教育，食育，防災教育，発達障害，専門知識，スポ

ーツ科学、などが見られた。 

 

【役立っている内容（（回答割合が高い順））】 

 
 

  

45.7 
18.2 

14.1 
13.9 

13.1 
11.8 
11.5 

7.4 
7.4 

6.5 
6.4 
6.3 

5.4 
5.1 
5.1 
4.7 
4.5 
4.5 
4.3 
4.1 
4.1 
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2.6 
2.0 

1.3 
1.3 
0.9 
0.9 
0.9 
0.4 

2.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

教科指導
学級・学年経営
特別支援教育

児童心理・発達心理
生徒指導

ＩＣＴの活用
カウンセリング・教育相談

学校経営
カリキュラムマネジメント

教科経営
国の教育政策や世界の教育の動向

危機管理
道徳

環境教育
主体的・対話的で深い学び

教材研究の方法
メンタルヘルス

保護者や地域社会との連携
外国語教育

特別活動
総合的な学習の時間

キャリア教育・進路指導
教育法規

子供の貧困
国際理解教育

組織マネジメント
消費者教育

外国人児童生徒教育
リーダー養成

ファシリテーター養成
その他
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⑪ 教育現場で役立っていないと感じる理由 

 講習内容が普段の業務で役立っていないと感じる理由について、自由記述形式の任意回

答で尋ね、結果を複数回答形式で分類・集計したものの上位 10 項目は以下のとおりであ

る。 

 最も回答が多かった「現実との乖離・実践的な内容でないため」（399 件、52.3%）では、「現

場では役に立たない講義内容ばかりだった」、「広い範囲の職種の人向けのため、広く浅

い内容のものが多い」、「知識としては勉強になるが、現場で活かされるかは別物」などの

コメントが見られた。 

 続いて多かった「希望した講義ではなかった・義務感で受講したため」（102 件、13.4%）では、

「自分の受けたい講義ばかりではないため」、「結局免許を更新するためにテストを簡単に

受けられるものを選ぶから、内容が役に立つか立たないかは関係ないため」、「内容が案

内と違っていた」などといったコメントがみられた。 

 「情報が古い・既に知っている内容だったため」（84 件、11.0%）では、「必修はすでに承知し

ていた内容であった」、「講義内容で古くさいものがあったり、パワーポイントの文章をその

まま読むだけのものがあったりした」、「（教育分野の）変化が激しいのに追いついていけて

いない」、などの記載があった。 

 本問の結果に鑑みると、講習の開催者には、内容面で時流を捉えており現場に即した実

践的な内容が求められており、講習受講前に自身が受講したい内容かどうか十分に判断

できるだけの情報開示が求められているものと考えられる。 

 なお、集計にあたっては、「なし」「特になし」といった回答を無回答と同一視することとし、

回答数の分母には含めていない。 

 

順位 回答分類 回答数 回答割合 

1 現実との乖離があり、実践的な内容でないため 399 52.3% 

2 希望した講義ではなかった・義務感で受講したため 102 13.4% 

3 情報が古い・既に知っている内容だったため 84 11.0% 

4 制度や講義自体に意味がない 58 7.6% 

5 選択肢が少なかった・魅力的な講義がなかった 34 4.5％ 

6 内容を覚えていない 30 3.9％ 

7 多忙ゆえに現場で活かせる時間・機会がない 25 3.3% 

8 知識としては有益であるが現場で活かせるかは別 14 1.8％ 

9 現場の経験に勝るものはない 10 1.3% 

10 講義内容が専門的過ぎたため 8 1.0% 

（注）回答割合を算出するための分母（763）には、無回答及び「なし」「特になし」等の回答を含まない。 
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⑫ 受講にあたっての観点別の負担感 

 受講にあたっての負担感について「講習時間」、「移動、宿泊等にかかる時間」、「受講費

用」、「業務との兼ね合い」、「職場の教員への配慮」、「受講予約」の 6 つの観点でその度

合いを尋ねたところ、「講習時間」および「講習費用」で特に負担感が大きく、「講習時間」で

は全体の 48.6%が、「受講費用」では 62.6%が「かなり負担に感じた」と回答している。 

 一方で「移動、宿泊にかかる時間」と「職場の教員への配慮」については、「まったく負担に

感じなかった」との回答が他の項目と比較して高くなっている（それぞれ 14.5%、11.8%）。 

 

【受講にあたっての負担感】 

 

 コロナ前と比較してコロナ後は各項目の負担感が同程度もしくはやや減少している。 
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 受講方法別では、「受講時間」や「受講費用」、「業務との兼ね合い」、「職場の教員への配

慮」では負担感に差が見られない一方で、「移動、宿泊にかかる時間」と「受講予約」では

すべてオンラインで受講した回答者においてより負担感が少ない傾向にある。 
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■受講の負担感（講習時間） 

 講習時間については、属性別の大きな差はみられないが、「55 歳以上 60 歳未満」と「四国」

で負担感がやや少なくなっている。 

 総合満足度が高い回答者は、講習時間について負担に感じている割合が低くなっている。 
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■受講の負担感（移動・宿泊等にかかる時間） 

 移動・宿泊等にかかる時間に対する負担感については、「四国」、「九州」を除く地域で高い。 

 受講年度が新しいほど負担感が減少している点については、オンライン講習の拡大等が

影響している可能性が考えられる。 
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■受講の負担感（受講費用） 

 総合満足度で「不満」と回答した層は、受講費用について「かなり負担に感じた」とする割

合が 82.7%と、他の負担項目の中でもっとも高くなっており、講習費用の自己負担が満足度

の低下を招いている可能性がある。 
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■受講の負担感（業務との兼ね合い） 

 「35 歳以上 40 歳未満」の層で業務との兼ね合いの観点で「かなり負担に感じた」とする割

合が最も高く（51.7%）、年代が上がるにつれて負担度合いは若干下がっている。 
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■受講の負担感（職場の教員への配慮） 

 幼稚園教諭による職場の教員への配慮が他の校種と比較して高くなっている。 
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■受講の負担感（受講予約） 

 更新講習の受講時期が新しくなるにつれ受講予約に係る負担感は減少しており、主催者

側による手続の簡素化や受講枠の調整などの改善が図られてきていることがうかがえる。 
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⑬ 55 歳時における免許状更新講習の受講負担 

 55 歳時における免許状更新講習の受講負担が早期退職のきっかけになるかどうかを尋

ねたところ、「はい（早期退職のきっかけとなると思う）」36.8%と「いいえ（早期退職のきっか

けとは関係ない）」39.7%が同程度となった。 

 

【早期退職のきっかけになるかどうか】 
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 属性別では、幼稚園教諭でもっとも「早期退職のきっかけとなると思う」の割合が高いほか、

年代が若いほど「早期退職のきっかけとなると思う」の回答割合が高い。 
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⑭ 免許状更新講習の総合的な満足度 

 全体では、「不満」が 39.0%と最も高く、「やや不満」も 19.5%と高い。これらネガティブな回答

の合計が 58.5%と過半を占めている。一方で「満足」「やや満足」の合計は 19.1%にとどまる。 

 受講時期別では、水準は低いものの、コロナ前よりもコロナ後の方が「満足」の割合が高

い（3.4%→5.5%） 

 受講方法別では、対面とオンラインの併用で受講した層で「満足」と「やや満足」の合計が

他の受講方法の層と比較して高くなっている。一方で、すべてオンラインで受講した層の総

合満足度が低くなっている（「不満」の割合が 43.9%と他の方法と比較して最も高い）。 

 

【免許状更新講習の総合的な満足度】 
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 総合満足度に影響を及ぼす要因を探るため、講習の負担感や選択にあたり重視する点等

の設問の回答状況と総合満足度との相関1を分析した。 

 対象設問は Q15（各観点での負担の度合い）、Q4（各観点での重視する度合い）、Q5（各

観点での希望合致度合い）とし、処理にあたっては選択肢の順番と回答の意味的順番を

揃えるため、いずれの設問においてもニュートラルな選択肢（どちらともいえない、わから

ない）を選択肢の中心（3 番目）に配置している。 

 ここで、総合満足度との設問間クロス集計（次ページ参照）の結果より、Q15（各観点での

負担の度合い）については、いずれの観点においても負担感が大きいほど総合満足度が

低くなっていることが確認できる（すなわち、総合満足度が不満に向かうほど「かなり負担

に感じた」の回答割合が高くなる）。このため、負担感と総合満足度との相関係数はいずれ

も負の値をとるが、影響の大小は係数の絶対値が表現していることとなる。 

 以上を踏まえ、Q15（負担の度合い）では、講習そのものの時間数（30 時間）の負担感と総

合満足度の低さが最も相関しており（相関係数▲0.44）、満足度低下の一因となっている可

能性が高い。次いで、受講費用に対する負担感および業務との兼ね合いについてで相関

が高くなっており（いずれも相関係数▲0.40）、総合満足度向上に向けては、これらについ

ても負担軽減が図られる必要がある。 

 その他、各負担の観点ほどではないものの、希望合致度合いでは「講義内容が希望通り

ではなかった」と回答した者ほど総合満足度が低くなっており（相関係数 0.25）、満足度の

向上にあたっては内容面のいっそうの充実が図られる必要性があると考えられる。 

 

  

                                              
1 本分析で扱う変数はいずれも連続変数ではなく順序尺度を持つカテゴリ変数であることから、スピアマンの順

位相関係数を採用している。ただし、（一般的な）ピアソン係数で処理しても設問内での順位は不変である。 
 

■検定結果(相関係数)

質問 質問 選択肢 回答人数 相関係数 有意水準

Q15_1 各観点での負担度合い（講習時間） 2108 -0.44 **

Q15_2 各観点での負担度合い（移動、宿泊等にかかる時間） 2108 -0.28 **

Q15_3 各観点での負担度合い（受講費用） 2108 -0.40 **

Q15_4 各観点での負担度合い（業務との兼ね合い） 2108 -0.40 **

Q15_5 各観点での負担度合い（職場の教員への配慮） 2108 -0.28 **

Q15_6 各観点での負担度合い（受講予約） 2108 -0.33 **

Q4_1 受講する講習を選ぶにあたって重視する点（講義内容） 2108 0.17 **

Q4_2 受講する講習を選ぶにあたって重視する点（受講会場） 2108 -0.10 **

Q4_3 受講する講習を選ぶにあたって重視する点（受講時期） 2108 -0.07 **

Q5_1 あなたは希望通りの講習を受講できたか（講義内容） 2108 0.25 **

Q5_2 あなたは希望通りの講習を受講できたか（受講会場） 2108 0.08 **

Q5_3 あなたは希望通りの講習を受講できたか（受講時期） 2108 0.09 **

スピアマン

Q17 免許状更新講習の
総合的な満足度

（選択肢）
1.　満足

2.　やや満足

3.　どちらともいえない
4.　やや不満

5.　不満 1.　すべて希望通りだった
2.　ほとんど希望通りだった

3.　わからない

4.　あまり希望通りではなかった
5.　まったく希望通りではなかった

1.　とても重視する

2.　やや重視する

3.　わからない
4.　あまり重視しない

5.　まったく重視しない

1.　かなり負担に感じた
2.　やや負担に感じた

3.　どちらともいえない

4.　あまり負担には感じなかった
5.　まったく負担には感じなかった

【記号の意味】

**  1%水準で有意。

*   5%水準で有意。

･ 10%水準で有意。
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（参考）相関分析で取り上げた質問間のクロス集計結果（%表） 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講習時間 2108 48.6 36.1 7.5 6.1 1.6

満足 78 14.1 35.9 14.1 21.8 14.1

やや満足 325 21.5 47.7 12.3 16.6 1.8

どちらともいえない 472 33.1 48.3 12.5 4.7 1.5

やや不満 411 43.8 46.7 4.9 4.4 0.2

不満 822 74.0 19.3 3.5 2.2 1.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移動、宿泊等にかかる時間 2108 32.1 25.7 13.7 14.0 14.5

満足 78 12.8 17.9 14.1 21.8 33.3

やや満足 325 16.6 30.8 15.1 20.3 17.2

どちらともいえない 472 20.1 30.1 19.1 16.3 14.4

やや不満 411 24.6 27.7 15.1 16.3 16.3

不満 822 50.7 20.9 9.2 8.4 10.7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講費用 2108 62.6 24.4 7.8 3.2 2.0

満足 78 23.1 33.3 15.4 14.1 14.1

やや満足 325 36.9 38.8 12.6 7.7 4.0

どちらともいえない 472 50.0 31.8 14.2 2.3 1.7

やや不満 411 64.5 27.0 4.4 3.2 1.0

不満 822 82.7 12.3 3.2 1.0 0.9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業務との兼ね合い 2108 44.6 31.2 12.2 8.7 3.3

満足 78 14.1 29.5 20.5 19.2 16.7

やや満足 325 20.3 38.5 17.2 18.8 5.2

どちらともいえない 472 31.1 39.6 18.4 8.1 2.8

やや不満 411 36.5 41.1 12.4 8.0 1.9

不満 822 68.9 18.6 5.8 4.5 2.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職場の教員への配慮 2108 27.1 20.7 24.3 16.0 11.8

満足 78 12.8 15.4 20.5 20.5 30.8

やや満足 325 8.3 23.7 27.1 26.5 14.5

どちらともいえない 472 15.7 24.2 36.0 13.8 10.4

やや不満 411 19.5 23.8 28.2 16.8 11.7
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満足 78 15.4 28.2 17.9 11.5 26.9

やや満足 325 20.9 37.2 14.5 18.8 8.6

どちらともいえない 472 27.1 35.0 21.4 11.9 4.7

やや不満 411 34.8 35.3 13.9 11.4 4.6
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義内容 2108 40.7 37.8 1.3 14.0 6.2

満足 78 66.7 25.6 0.0 5.1 2.6

やや満足 325 50.8 40.6 0.3 7.7 0.6

どちらともいえない 472 37.9 43.2 2.3 13.8 2.8

やや不満 411 38.9 42.3 0.2 14.6 3.9
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満足 78 73.1 24.4 0.0 2.6 0.0
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どちらともいえない 472 55.3 32.6 2.8 8.1 1.3

やや不満 411 59.6 32.4 0.2 5.4 2.4

不満 822 68.4 23.7 0.9 4.4 2.7
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どちらともいえない 472 51.9 35.4 2.8 9.3 0.6

やや不満 411 57.7 35.5 0.2 4.1 2.4

不満 822 62.3 27.3 1.1 6.6 2.8
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義内容 2108 28.8 42.8 2.2 20.1 6.1

満足 78 62.8 33.3 1.3 2.6 0.0

やや満足 325 33.5 57.2 1.2 7.7 0.3

どちらともいえない 472 28.8 51.1 3.4 15.5 1.3

やや不満 411 24.1 47.9 0.7 24.3 2.9

不満 822 26.0 30.8 2.7 27.3 13.3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講会場 2108 49.2 36.7 1.5 9.5 3.0

満足 78 79.5 17.9 1.3 1.3 0.0

やや満足 325 51.7 40.3 0.9 6.2 0.9

どちらともいえない 472 44.9 42.8 3.2 7.8 1.3

やや不満 411 47.2 39.4 0.5 10.7 2.2

不満 822 48.8 32.2 1.3 12.0 5.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講時期 2108 46.0 39.2 1.6 9.8 3.4

満足 78 67.9 25.6 0.0 5.1 1.3

やや満足 325 51.1 40.9 1.2 5.2 1.5

どちらともいえない 472 42.4 43.2 3.0 10.4 1.1

やや不満 411 43.6 44.8 0.5 8.8 2.4

不満 822 45.1 34.8 1.6 12.3 6.2
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 属性別では、幼稚園教諭で「満足」が 9.8%、「やや満足」が 18.3%と他の校種と比較して高く

なっている。その他の校種については大きな差は見られない。 

 年代別の満足度は「50 歳以上 55 歳未満」で低いものの、傾向は見られず分散している。 

 受講時期別では、時期が新しいほど若干満足度が向上しているものの、水準は低い。 
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⑮ 教員免許更新制全般に対する自由意見 

 教員免許更新制全般に対する意見を自由記述形式の任意回答で尋ね、結果を複数回答

形式で分類・集計したものの上位 10 項目は以下のとおりである。 

 「制度自体を廃止すべき・免許更新制度に意義を感じない」という意見が 50.4%と半数以上

を占めた。具体的なコメントでは、「研修がたくさんあるので、必要ないと思う」や「経済的な

負担、時間的な負担、受講内容の有効性など様々な問題がある免許更新制は即刻廃止

すべきだと考える」、「個人の負担感が増し、現場の負担も増える。無くしてほしい」などと

いった意見がみられた。 

 次いで多く挙がった「受講料の支出（交通費含む）が負担・受講料が高い」についても、回

答があった 1,693 名の 19.8%にあたる 335 名から指摘があった。その後も、時間的な負担

や肉体的な負担等に関する内容が続いている。 

 また、その他の内容としては「私は育休中だった為業務への負担はなかったが、対面式の

受講となると、託児を考えなければならず、拘束時間等を考えても、とても厳しいものがあ

った」といった育児をする教員への配慮を求める意見や、「どうせしなければならないなら、

10 年に 1 回 30 時間の講習を受けるよりも、日頃からの講習機会を充実させてほしい」とい

った、受講時期の自由化・平準化を求める意見がみられた。 

 なお、集計では「なし」「特になし」といった回答を無回答と同一視することとし、回答数の分

母に含めていない。 

 

順位 回答分類 回答数 回答割合 

1 制度自体を廃止すべき・免許更新制度に意義を感じない 853 50.4% 

2 受講料の支出（交通費含む）が負担・受講料が高い 335 19.8％ 

3 多忙の要因・負担増の要因（現場での負担増も含む） 140 8.3% 

4 時間・肉体的・精神的な負担（費用以外） 115 6.8% 

5 講義内容の充実化 92 5.4％ 

6 受講内容や受講時期・場所の選択肢を増やして欲しい 82 4.8% 

7 教員不足の要因となっている 78 4.6% 

8 
受講免除の基準を見直して欲しい 

受講すべき人のみが受講すべき（復職・不適格者など） 
70 4.1％ 

9 （他の職業と比較して）教員に更新制があるのは納得できない 65 3.8% 

10 働き方改革に逆行している（休日出勤など含む） 50 3.0% 
（注）回答割合を算出するための分母（1,693）には、無回答及び「なし」「特になし」等の回答を含まない。 
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（4） 現職研修について 

① 現職研修の受講経験有無 

 現職研修（中堅教諭等資質向上研修（以下「中堅研」という）（10 年次研修）やキャリアアッ

プ研修等）の受講経験の有無を確認したところ、「受けたことがある」56.7%が若干高いが

「受けたことはない」も 43.3%と同程度となった。以降の設問は、本問で研修を「受けたこと

がある」と回答した人にのみを対象としている。 

 

【研修の受講有無】 

 

 

 

② 講習と研修の内容重複の有無 

 相互認定講習（※）を除き、免許状更新講習と現職研修（中堅研（10 年次研修）やキャリア

アップ研修等）の内容に重複があったかを尋ねたところ、全体では、「ほとんど重複してい

た」は 8.8%にとどまり、「一部重複していた」（33.1%）と「あまり重複はなかった」（27.6%）

の割合がそれぞれ高くなっている。 
 ※免許状更新講習として認定を受けた現職研修の講習科目 

 

【研修内容の重複】 

 

  

受けたことがある
56.7%

受けたことはない
43.3%

（n=2,108）

8.8 33.1 13.0 27.6 17.6 

ほとんど重複していた 一部重複していた わからない

あまり重複はなかった 重複はなかった

（n=1,195）

（%）
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 属性別では、「30 歳以上 35 歳未満」の層で「ほとんど重複していた」と「一部重複していた」

の合計が他の年代よりも高くなっており、年代が上がるにつれて重複感は低下している。 

 地域別では、「ほとんど重複していた」とする回答が「中国」で最も高く（15.3%）、「四国」で最

も低い（2.4%）。更新講習と現職研修の内容調整については地域差がある可能性がある。 
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（%）
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③ 講習と研修の内容重複による負担感 

 前問で「ほとんど重複していた」、「一部重複していた」、「あまり重複はなかった」と回答し

た人に、内容重複による負担感を尋ねたところ、全体では、「負担に感じた」（37.5%）と「や

や負担に感じた」（36.4%）が高く、講習と研修の内容面の重複が負担感につながっている

可能性が指摘できる。 

 

【受講内容重複による負担感】 

 

 

 

 

  

37.5 36.4 22.4 3.7 

負担に感じた やや負担に感じた

あまり負担には感じなかった 負担には感じなかった

（n=830）

（%）
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 属性別では、若い世代のほうが比較的重複による負担を感じている傾向にあるほか、更

新講習の総合満足度の高低と研修との重複による負担感の相互関連性が読み取れる。 

（総合満足度が低い回答者ほど、研修との重複による負担を感じている） 
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④ 現職研修の内容について 

 現職研修について、最新の知識・技能を修得できるような講習になっているかどうかにつ

いては、「そう思う」「ややそう思う」と「あまりそうは思わない」「まったくそうは思わない」が

それぞれ半数程度を占めている。 

 現場実務に役立つ内容が多いかどうかについても回答分布は上記と同様となっている。 

 

【現職研修（中堅研（10 年次研修）やキャリアアップ研修等）の内容】 

 

 

11.2 

11.0 

35.6 

34.8 

3.8 

3.3 

34.8 

34.6 

14.6 

16.4 

最新の知識・技能を修得できる
ような講習になっている

現場実務に役立つ内容が多い

そう思う ややそう思う わからない あまりそうは思わない まったくそうは思わない

（％）

（2項目共にn=1,195）
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■現職研修の内容（最新の知識・技能を修得できるような講習になっている） 

 現職研修が最新の知識・技能を修得できるような講習になっているかどうかについて、属

性別では「40 歳以上 45 歳未満」でやや評価が高いほか、幼稚園教諭で「そう思う」の割合

が 23.1%と、他の校種と比較して高くなっている。 

 更新講習で満足度が高い層で、研修への評価も高く、相互の関連が見受けられる。 
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32.6 

42.4 

44.7 

39.3 

39.5 
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四国
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（%）
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■現職研修の内容（現場実務に役立つ内容が多い） 

 現場実務に役立つ内容が多いかどうかについて、属性別では前問と同様に「40 歳以上 45

歳未満」と幼稚園教諭で評価が高いほか、私立学校に勤務する教員も「そう思う」と「やや

そう思う」の合計割合が、他の設置区分と比較して高くなっている。 
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（%）
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⑤ 研修が体系的、計画的に受講出来る仕組みとなっているか 

 教育委員会等（私立の場合は学校法人等）が主催する研修（キャリアアップ研修等）は体

系的、計画的に受講出来る仕組みとなっているか尋ねたところ、全体の 4 割超が「そう思う」

「ややそう思う」と回答している一方で、「まったくそうは思わない」も 18.6%存在している。 

 

【研修が体系的、計画的に受講できる仕組みとなっているか】 

 

 

 

  

7.8 33.1 6.4 34.2 18.6 

そう思う ややそう思う わからない

あまりそうは思わない まったくそうは思わない

（n=1,195）

（%）
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 属性別で特段の差異は見られないものの、北海道で「そう思う」の割合が低いなど、地域

差が見受けられる。 

 更新講習の総合満足度別では、満足度が高い層（「満足」と回答）は研修が体系的、計画

的に受講できる仕組みとなっていると考えている割合が高い。 
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⑥ 研修の改善状況について 

 教育委員会等が主催する研修の改善状況について、全体の 4 割弱が「そう思う」「ややそ

う思う」と回答している一方で、「まったくそうは思わない」も 18.2%存在している。 

 前問（計画的、体系的に受講できる仕組みになっているか）と同様の回答分布となってい

る。 

 

【教育委員会等が主催する研修の改善状況について】 

 

 

  

6.2 32.5 8.8 34.4 18.2 

そう思う ややそう思う わからない

あまりそうは思わない まったくそうは思わない

（n=1,195）

（%）
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 属性別では「40 歳以上 45 歳未満で」現職研修が改善してきていると考える割合が高い

（8.4%）ものの、それ以外の項目については大きな差は見られない。 
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⑦ 自己研鑽のために受講した研修について（過去 5 年以内） 

 現職研修を受講した回答者 1,195 名のうち、自己研鑽のための研修を「（過去 5 年以内に）

受講した」との回答が 6 割程度を占めている。 

 

【自己研鑽のために受講した研修の有無】 

 

 

  

（過去５年以内に）
受講した
59.2%

受講していない
40.8%

（n=1,195）
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 過去 5 年以内に自己研鑽のための研修を受講した割合について、年代別では「30 歳以上

35 歳未満」で 72.9%と高いほか、地域別では「北海道」で 76.1%と高い。 

 更新講習の総合満足度別では、いずれの満足度の層においても自己研鑽のための研修

受講割合は 54.5%以上と過半となっている。 
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⑧ 自己研鑽のために受講した研修の主催者 

 自己研鑽のための研修を「受講した」と回答した方に対して、その研修の主催者を尋ねた

ところ「教育委員会」57.1%が圧倒的に高い。これに、「大学」（25.3%）、「独立行政法人等、

国や公的な機関」（22.9%）と続く。 

 その他の内訳としては、教員による自主的なサークル・研究会、教職員組合、民間の教育

団体（専門学校など含む）、学会、競技団体などが見られた。 

 

【自己研鑽のために受講した研修の主催者】 

 

 

25.3 

57.1 

22.9 

18.5 
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2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

大学

教育委員会

独立行政法人等、国や公的な機関

民間企業

その他

わからない

（n=707）
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⑨ 自己研鑽のために受講した研修の内容等 

 自己研鑽のために受講した研修の内容等について自由記述形式の任意回答で尋ね、複

数回答形式で分類・集計した結果は以下のとおりである。 

 「特別支援教育」に関する講習受講が 16.0%と最も多く、次いで、「ICT 研修・情報管理」、

「教科指導」と続いている。これらはいずれも、更新講習で「役に立っている内容」や「今後

受講してみたいテーマ」を尋ねた設問においても上位に挙がっており、現職教員が興味・

関心を抱いているテーマであるものと考えられる。 

 その他の回答としては、「子供の貧困」や「薬物に関するもの」といった日常の教科指導の

内容とは異なるものや、「マーケティングに関わるもの」、「ユニバーサルデザイン」など、教

員向けには限らないテーマの研修も挙がっていた。 

 なお、集計では「なし」「特になし」といった回答を無回答と同一視することとし、回答数の分

母に含めていない。 

 

順位 回答分類 回答数 回答割合 

1 特別支援教育 101 16.0% 

2 ICT 研修・情報管理 77 12.2% 

3 教科指導 76 12.1% 

4 生徒指導・生活指導・進路指導 36 5.7% 

4 進路指導主事研修・学年主任研修等 36 5.7% 

4 カウンセリング・心理学・保健衛生 36 5.7% 

7 道徳教育・人権教育 33 5.2% 

8 学校経営・学級経営 31 4.9% 

9 専門科目（体育・芸術等） 26 4.1% 

10 指導者研修・マネジメント研修 15 2.4% 

（注）回答割合を算出するための分母（630）には、無回答及び「なし」「特になし」等の回答を含まない。 
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⑩ 現職研修に対する自由意見 

 現職全般に対する意見を自由記述形式の任意回答で尋ね、結果を複数回答形式で分類・

集計したものの上位 10 項目は以下のとおりである。 

 最も回答が多かった「受講するため・活用するために業務の負担を軽減して欲しい」（191

件、26.1%）では、「研修は必要だと思うが、過度な負担にならないようにしてほしい」、「仕事

量を減らしてくれれば研修も受けようと思うが、慢性的な多忙の中では、研修は迷惑」、

「仕事量に対して研修が多すぎる。本当はもっと主体的に研修を受けたいが、そんな余裕

はない」などのコメントが見られた。 

 続いて多かった「現場に有益な新しい情報を含む研修を受講したい」（150 件、20.6%）では、

「もっと実質的に役立つ研修を期待する」、「ICT 研修や外国語研修など、変化に対応する

研修を望みます」、「最新の研究や実践に基づく内容にしてほしい」などといった声が寄せ

られた。 

 「研修制度・内容の見直しが必要」（84 件、11.5%）では、「強制的であってはいけない」、「一

律研修は、一定年度経験した教員は止めるべき。能力に応じた研修に変えるべき」、「免

許更新は全国一律なのに、現職研修が都道府県独自なのはおかしい」などの記載があっ

た。 

 また、その他の内容としては「記名ありのアンケートをやめてほしい。受講者が率直な意見

を書きにくく意味がない」という運用上の問題点への指摘や、「市教委主催のオンライン研

修を受けても、主催者が同じ部屋で講義を 3 つしていたりと、環境が整っていないことが気

になる」といった主催者側の講習実施環境の整備の必要性を指摘する意見もみられた。 

 なお、集計では「なし」「特になし」といった回答を無回答と同一視することとし、回答数の分

母に含めていない。 

 

順位 回答分類 回答数 回答割合 

1 受講するため・活用するために業務の負担を軽減して欲しい 191 26.1% 

2 現場で有益な新しい情報を含む研修を受講したい 159 21.8% 

3 研修制度・内容の見直しが必要 84 11.5% 

4 現職研修も不要 56 7.7% 

5 研修は必要・今後も参加したい 50 6.8% 

6 選択肢を広げ、希望制・個別研修にすべき 47 6.4％ 

7 （現職研修で十分であり）更新講習は必要ない 32 4.4％ 

8 費用の負担（受講料・宿泊費・交通費など）をなくして欲しい 27 3.7% 

9 役に立っている・満足している 21 2.9% 

10 休日を使っての受講をやめるなど働き方改革を推進して欲しい 20 2.7% 

（注）回答割合を算出するための分母（731）には、無回答及び「なし」「特になし」等の回答を含まない。 
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3. 本調査研究のまとめ 
 

（1） 更新講習の内容の満足度に比して、費用負担等を含めた総合満足度は総じて低い 

受講した更新講習の受講直後の内容面に限った満足度は、「満足」と「やや満足」の合計が過

半を占めており、「不満」および「やや不満」はそれぞれ 8.１%、8.0%と低く、半数以上が内容的に満

足しているといえる。しかしながら、時間負担や費用負担等を踏まえた総合満足度については、

「満足」と「やや満足」の合計が 19.1%にとどまる一方で、「不満」が 39.0%、「やや不満」も 19.5%と、

ネガティブな回答の合計が 58.5%と過半を占めていた。 

講習の負担感については、「講習時間」および「講習費用」で特に負担感が大きく、「講習時間」

では全体の 48.6%が、「受講費用」では 62.6%が「かなり負担に感じた」と回答している。また、「講習

時間」、「受講費用」、「業務との兼ね合い」の各負担感が大きい回答者ほど総合満足度が低くな

っていることから、特にこれら 3 つが総合満足度を低下させている要因であると考えられる。 

受講方法別の分析結果では、「受講時間」や「受講費用」、「業務との兼ね合い」、「職場の教員

への配慮」では、すべて対面、対面とオンラインの併用、すべてオンラインで比較しても負担感に

大きな差が見られない一方で、「移動、宿泊にかかる時間」と「受講予約」では、すべてオンライン

で受講した回答者で比較的負担感が少ない傾向にある。ただし、総合満足度ではすべてオンライ

ンで受講した層の総合満足度は低い（「不満」の割合が 43.9%と他の方法と比較して最も高い）。オ

ンラインでの講習受講は、移動時間等が生じないために負担軽減に寄与していると考えられる一

方で、費用負担に見合う質の高い内容を受講できていない可能性が考えられる。実際、自由意見

では、「全てオンラインの場合、動画だけ流して見ずに講習を終える人がほとんど、正直意味がな

い」や「役にたたない講義、オンラインでもなく、オンデマンド（しかも数年前の物）なのに高額な学

費」など、オンラインでの講習内容に不満を感じている回答が複数みられた。 

 

（2） 多忙な教員にとっては、自身の教育現場で役立つ講習内容であることが重要 

受講した講習がそもそもの制度趣旨である「最新の知識・技能を修得できる内容であったかどう

か」については、「そう思う」＋「ややそう思う」が過半を占めている（ただし「あまりそう思わない」＋

「思わない」も 44.8%と高い）。一方で、「受講した講習が現在の教育現場で役に立っているかどう

か」については、「役立っている」＋「やや役立っている」が 33.4%となっており、最新の知識・技能を

修得できる内容を取り扱うという講習の趣旨は理解しているものの、現場教育に直結していないと

感じていることがうかがえる。 

更新講習で役に立った内容についての設問では、「教科指導」が圧倒的に多く（選択率 45.7%、

その他約 30 テーマはいずれも 20%未満）、役に立たなかった理由についての自由意見をみても、

「現実との乖離があり、実践的な内容でないため」といった趣旨の回答が 390 件（回答者の 51.1%）

と高いことからも、時間や費用を負担して受講する講習については、自身の置かれた教育現場で

すぐに役立つ内容が求められているものと考えられる。 

 

（3） 更新制度そのものの廃止、もしくは対象者を限定するなどの措置を望む声が多数 

本調査では、制度自体の廃止の是非についての直接の設問は設けていないものの、教員免許
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更新制全般への自由意見において「制度自体を廃止すべき・免許更新制度に意義を感じない」」

という意見が 50.4%と半数以上を占めた。現場の教員不足や、教員の労働時間増加につながって

いるとの指摘もあり、講習の内容や予約方法等のオペレーションの面での改善ももちろん重要で

あるが、そもそもの更新制度自体を見直す必要性についても検討を行う必要があろう。 

見直しの方向性としては、段階別に「講習費用負担の見直し」、「講習の免除要件の緩和」、「受

講対象者の限定」、「制度の撤廃」が挙げられる。「講習費用負担の見直し」では、基本的に個人

負担となっている更新費用（3 万円前後）について、絶対額を引き下げる、もしくは勤務先学校や

学校が所在する自治体等で一部を負担する等の措置が考えられる。また、「講習の免除要件の

緩和」では、更新が免除となる管理職の要件を緩和し、一定程度の職務を担う教員や、学校長の

評価に応じて柔軟に免除を適用できることとするなどが考えられる。「受講対象者の限定」では、

逆に更新が必要となる者を、「休職からの復帰者」や、「転職者」、「一定の評価以下の教員」など

に限定することも検討の余地がある。 

もちろん、教員免許更新制のステイクホルダーは政府、自治体、大学・専門学校、教員など多

岐にわたるため、制度の見直しには複数の観点からの比較検討が必要となるが、実際に現場で

教壇に立つ教員 2,000 名超からの貴重な意見を汲んだ制度整備が行われることが重要であろう。 

 

（4） 現職研修についても、内容あるいは制度そのものの見直しが望まれる 

現職研修については、「最新の知識・技能を修得できるような講習になっているかどうか」、およ

び「現場実務に役立つ内容が多いかどうか」のそれぞれの観点で、「そう思う」「ややそう思う」とい

うポジティブな反応と、「あまりそうは思わない」「まったくそうは思わない」というネガティブな反応

がそれぞれ半々に割れている。自由記述設問では「研修は必要」、「役に立っている」などの研修

を肯定するコメントは少数にとどまっており、ネガティブなコメントが大宗を占めていた。最も回答

が多かったのは「受講するため・活用するために業務の負担を軽減して欲しい」であり、回答者の

約四分の一が挙げているなど、校務で多忙な教員にとって研修受講が相当な負担になっているこ

とがうかがえる。研修自体は受けたいものの、その余裕がないといった内容のコメントも複数みら

れた。また、「現場に有益な新しい情報を含む研修を受講したい」という内容面の改善を求める声

も多く見られた。 

これらより、より実りある研修内容の精査と、校務負担の軽減の両立を図るよう、研修制度その

ものの見直しも必要になると考えられる。教委主催の研修を縮小し、校内あるいは地域内の学校

同士での学び合いの場を拡大したり、教員の希望と選択に基づいた研修を中心とすることでより

深い学びの実現を図ったりすることなどが挙げられよう。 

 

調査結果を概観すると、教員の負担が依然大きいことが読み取れる。業務多忙な日々のなか

で、更新講習の受講の必要があることは、現場の教員に心理的・体力的・金銭的な負担を強いて

いるといえる。今後は開催者によるオペレーションの工夫により、受講者の負担を減らしつつ満足

度の高い研修を実施することが求められるとともに、更新講習・現職研修それぞれの制度そのも

のの見直しについても並行して図られる必要がある。本調査結果が教員免許更新制の高度化に

よる教員の資質向上と負担軽減の両立、ひいては教員不足等の教育業界の根本的な課題への

対処のための一助となることを祈念して、本報告書を締めくくりたい。  
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